
＜佐賀県作業療法士会理事会 会議録＞           平成 21 年７月 17 日実施 
アイスクエアビル 中会議室にて 

参加者：倉富会長、小池、江渡、本山、川辺、堀、原、竹下、小松、佐藤、川崎、金子、

鶴田、松尾明、松尾、熊谷 
 
１．会長報告 
 ①都道府県作業療法士会連絡協議会 
  １）総会にて 
    ・作業療法推進活動パイロット事業 ⇒ 三重・京都・広島の３県で実施。 

その後他の県へと展開していく。 
    ・新規研修事業 ⇒ 九州地区はリーダー研修会を開催（３回目）。 

また、アンケートを実施して必要性を確認し対応していく。 
 ②認知症と家族の会 全国研修会 10 月 25 日（日）  
    ・25 日の運営に関して、会員に協力を募る。 ⇒ 8 月 27 日までにメールで返答 
    ・森久美子家族会会長が OT の必要性を紹介。今後連携強化していく。 
 ③精神障害者スポーツ大会 
    ・第 1 回スカンビオカップ佐賀県大会：7 月 3 日実施。 

いぬお病院、肥前精神医療センター参加。 
 ④OT 協会福祉用具相談支援システム 
    ・H21 九州モデル事業実施。 

⇒県士会窓口として、済生会唐津病院の山科 OTR へ依頼予定。 
 ⑤県士会関連 
    ・パンフレット作成 ⇒ 2000 部作成。県内、小・中・高校へ配布。直接学校の

教員へ挨拶に行き、コンタクトを取っていきたい。 
 
２．学術部より報告（川崎 OTR） 
 ・第 40 回研修会開催：7 月 26 日、緑生館にて実施。参加予定は 85 名。同日、第 41 回 

研修会について地区担当者、局長、会長で企画会議を行う。 
 ・今年度の地区担当は佐城地区で、みどりの園の古田 OTR を主として活動。 
  地区担当者 ⇒ 佐城地区  ：古田 OTR みどりの園 
          杵藤地区  ：松尾 OTR 白石共立病院 
          東西松浦地区：前田 OTR 服巻病院 
          鳥栖三神地区：松雪 OTR やよいがおか鹿毛病院 
 
３．教育部より報告（金子 OTR） 
 ・現職者研修会：8 月 23 日。内容は午前（2 講座）、午後（事例検討）の予定。 
  7 月 18 日に案内発送予定。 
  
 
 



４．事業部より報告（小池 OTR、佐藤 OTR） 
 ・OT の啓発、PR をどう行っていくか。検討事項。 
→佐賀にわか選手権（12 月に行われている）にて劇などを行う。桂寿苑の多良 OTR に 
脚本をお願いできれば。他には中学生や高校生の職場体験などを行い啓発に努める。 
など案が挙がった。今後は単発の企画で終わることなく、継続的に行うよう考えてい 
かなければいけない。継続して検討していく。 
    

・パンフレットの配布方法を検討したい。 
 →地区別で配布予定。26 日の総会時に各地区担当者へ配布予定。 

 
５．保険部より報告（堀 OTR）  
・介護保険分野の窓口として、木下 OTR（多久いこいの里）が担当する。 

 ・OT が業務として報酬に直接関わっている施設があるのかなど、実態調査を行う 
  →7 月中旬に介護領域の施設へアンケートは配布し 8 月に回収する予定。9 月に報告で

きれば行う。 
 
６．事務局、財務部より報告（原 OTR） 
 ・年度内の事業にかかる経費は 3 月の理事会までに領収書をお願いしたい。 
  →4 月以降では新年度の会費と重なり分からなくなる。 
 ・会費の納入に関して、銀行では名前のみであるため、同姓同名などあると、誤認して

しまう。よってできる限り、郵便局や研修会時での納入を進めてほしい。 
  →現状としては、研修会時の直接納入が多い。来年度への検討事項とするが、 

7 月 26 日の総会時に会員へアナウンスし、理解を得る。 
  
７．事務局、庶務部より報告（川辺 OTR） 
 ・7 月 26 日に決算総会を行う。委任状の徹底をお願いしたい。 
  
８．その他検討事項 
 ・会費納入について（会長より） 
  →未納者の取り扱いに関して、協会では 3 年未納で除名と定めている。県士会では規

定を設けていない。定める必要があるのでは？来年の予算総会で規約の変更を含め、

審議を行う。 
 
 
次回の理事会は、９月１５日（火）の予定。 
 


